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市
の
市
制
施
行
二
十
周
年
記

念
式
典
は
、
十
月
一
日
午
前
十

時
か
ら
市
民
文
化
会
館
に
来
賓

と
市
勢
の
発
展
に
尽
し
た
功
績

者
ら
約
千
人
が
出
席
し

て
開
か

れ
市
の
発
展
を
祝
し
、
今
後
の

躍
進
を
誓
い
あ

い
ま
し
た
？

佐
々
木
市
長
は
式
辞
の
な
か

で
 
「過
去
二
十
年
間
、
社
会
経

済
の
激
動
期
に
あ
り
な
が
ら
着

実
な
成
長
を
続

け
て
き
た
。
今

後
と
も
市
民
総
参
加
で
、
無
限

の
未
来
を
開
き
、
当
面
は
緑

の

都
市
づ
く
り
を
す
す
め
住
み
よ

い
郷
土
づ
く
り
を
し
た
い
」
 
と

述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
を

代
表
し
秋
田
長
兵
衛
議
長
が
 
「
 

二
十
周
年
を
契
機
に
決
意
を
新

た
に
し
た
い
」
 
と
あ
い
さつ
、
 

こ
の
あ
と
市
勢
の
発
展
に
尽
し
 

た
二
百
」
い
千
四
の
個
人
、
団
体

に
顕
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
、
 

功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。
 

続
い
て
乗
富
副
知
事

（知
事

代
理
）
を
は
じ
め
、
田
沢
吉
郎

代
議
士
、
秋
田
正
県
議
（
県
議

会
議
長
代
理
）
、
中
村
亮
三
＋

和
田
市
長
（
県
市
長
会
会
長
）
 

ら
が
祝
辞
を
述
べ
、
祝
電
を
披

露
し
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
阿

部
徹
氏
の
謝
辞
が
あ
り
、
最
後

に
出
席
者
全
員
が
市
民
歌
「
世

紀
の
花
を
咲
か
そ
う
よ
」
を
合

唱
し
、
式
典
を
閉
じ

ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
航
空
自
衛
隊
第

一
航
空
団
（
浜
松
）
の
ブ

ル
ー
 

イ
ン
パ
ル

ス
が
飛
来
、
ジ

ェ
 
ッ

ト
機
五
機
に
よ
る
華
麗
な
航
空

シ

ョ
ー
を
展
開
し
、
式
典
に
花

を
添
え
ま
し
た
。
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◇みんな 
ノAV驚曾難ぎ～ 

式辞を述べる佐々木市長（中央） 

、た五 
鰯麟競 

岬
 
五

所
川
原
市
制
二
十
周
年
を
 
げ

た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

い
ま
こ
そ
わ
れ
わ
れ
世
代
の

岬
 
迎
、
当
時
を
思
う
と
、
ま
こ
と
 
か
え
り
み
ま
す
と
、
こ
の
一
一
十
 
者
は
、
こ
の
う
な
状
況
に
至
ら

岬
 
に
感
慨
の
つ
き
な
い
も
の
が
あ
 
年

間
は
ま
さ
に
社
会
経
済
の
激
 

し
め
た
こ
と
に
対
し
て
謙
虚
に

棚
 
り
ま
す
。

い
ま
や
人
口
五
万

一
 
動
期
で
あ
り
ま
し
た
。
工
業
を
 

襟
を
正
し
て
反
省
し
、
緑
豊
か

川
 
千
余
人
、

こ
の
二
十
年
の
歴
史
 

中
心
と
し
た
高
度
経
済
成
長
は
 

な
生
活
環
境
を
造
り
あ
げ
二
十

剛
 
の
な
か
で
名
実
と
も
に
西
北
地
 

国
民
生
活
水
準
を
引
上
げ
農
山
 
一

世
紀
の
後
世
に
引
き
継
い
で

岬
 
方
の
中
枢
都
市
と
し
て
着
実
な
 

漁
村
を
す
ら
都
市
化
す
る
と
い
 
ゆ

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

剛
 
成
長
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。
 

う
現
象
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
 

す
な
わ
ち
市
制
二
十
周
年
を
契

岬
 
こ
れ

も
ま
 

機
に
 
「緑
の
自
 

町
 
今
日
の
基
礎
を
 

●
己
〈

【
 
（ト

B
・
】
！
、
ノ
廿

Jヒ
コ
】
・
「
‘
 

然
、
緑
の
学
園
、
 

脚
 
築

い
て
き
た
幾
 
旦

玉
‘
ノ

Jノ
，
身
】

】
ノし

l
尾

W．刃
ブ

て
 

緑
の
都
市
づ
く

脚
 
多
先
人
の
）
」労
 

り
」
 
と
い
ケ百

脚
 
苫
の
賜
と
五
万
市
民
の
皆
様
と
 
し
か

し
反
面
、
そ
の
歪
み
も
 

年
の
大
計
を
樹
立
す
る
も
の
で

脚
 
と
も
に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
捧
 
顕
在

化
し
米
の
生
産
調
整
に
よ
 

あ
り
ま
す
。
私
も
微
力
な
が
ら
、
 

岬
 
》
 
習

、
●

？
 
司
 
招

き
、
つ
い
に
は
総
需
要
抑
制
 

覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、
倍
旧
 

岬
 

、
嘉
」
 

市
 
た

o
 

m
 
早
く
も
、
市
制
施
行
か
ら
二
 

分
け
合
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

て
い
る
と
考
え
ま
す
。
五
所
川

脚
 
ト
年
を
迎
え
ま
し
た
。
顧
み
ま
 
議
会

を
代
表
し
、
こ
の
機
会
 

原
市
に
「
生
を
う
け

て
良
か
っ

岬
 
す
と
、
こ
こ
二
十
年
、
市
民
各
 

に
関
係
者
各
方
面
に
対

し
、
深
 

た
」
「住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」
「
 

剛
 
位
の
英
知
の
結
果
と
関
係
各
方
 

く
感
謝
の
き
を
表
し
ま
す
。
 

仕
事
を
し
て
い
て
良
か
っ
た
」
 

棚
 
面
の
ご
懇
切
な
る
ご
指
導
に
よ
 

し
か
し
な
が
ら
今
日
に
お
け
 

と
い
う
街
づ
く
り
を
す
べ
き
役

岬
 
り
、
幾
多
の
試
練
を
乗
り
越
え
 

る
地
域
社
会
を
と
り
ま
く
諸
環
 

割
は
、

い
よ
い
よ
重
大
と
申
さ

脚
 
今
日
、
西
、
北
津
軽
の
拠
占
」都
 

境
は
、
物
価
問
題
、
出
陵
ぎ
、
 

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
共
は
一
」
 

川
 
市
と
し
て
大
き
く
成
長
し
市
民
 
」
父
涌
、
公
害
等
、
多
く
の
難
題
 

の
使
命
に
思
い
を
い
た
し
、
一
一

脚
 
に
限
り
な
い
未
 

十
年
の
喜
び
を

棚
 
来
を
抱
せ
る

遅
 

h
A、
 
土
ョ
い
 
一
r
】
 
》
九
 

ー
・
【
」
 

】
」
 
契
機

と
し
て
決

脚
 
し
い
姿
に
発
展
 
、

、
乙
 
コ
‘【
 
．
ノ
 

】う
4
 
ーノ
 

，l
 

き
を
祈
た
に
し

脚
 
い
た
し
ま
し
た

o
 

て
五
所
川
原
市

脚
 

五
万
市
民
と
と
も
に
心
か
ら
 
に
当
面
し

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
 

の
発
展
と
飛
躍
の
た
め
挺
身
ー
）
 

岬
 
市
制
二
十
年
の
栄
光
と
喜
び
を
 
に
地

域
開
発

の
動
向
は
大
都
市
 

も
っ
て
市
民
各
位
の
負
託
に
応
 

脚
 

‘ー
 
hー
し
か「
つ
也方
邪
一

、E
草
！
刊
主
ニ
 、
え
ユ
十l
f
hよ
「
つ
な
？レ
ー
芋”
〕

‘
 

棚
 

ト
 

誕
、
 移
行
し
て
お
り
、
加
え
て
、
東
 

ま
す
。
 

脚
 

舞
ぐ
  
γ
 
 
‘
長
 

化
所
粋
線
、
東
化
縦
貰
自
助
車
 

帥
 
，

」
」
い
ふ
 
り
」
 
首
一
等
、
高
速
交
涌
一時
代
は
、
フて
 

川
 
市

議
 
と
に
重
要
な
転
換
期

に
際
合
し
 

剛
 

L
 
る
米
作
農
業
の
危
機
と
出
稼
ぎ
 

こ
の
大
計
を
推
進
す
る
こ
と
に
 

”
 

、
、
‘
g
 
《

の
激
相
が島
割
割

油
 
よ
老
範
製

の
あ
る
、
剖
 

岬
 
，
葡
叫

●
 

M
 
り
ョ
『
プ
に
ょ
る
吻
唖

『
曙
隆
 
か

な
郷
土
の
創
造
に
精
進
す
る
 

岬
 
‘

．
'
 

u
 
へ
と
続
き
経
済
擾
先

ス
ト
ッ
プ
 

の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
あ
げ
 

岬
 

長
 
の
時
代
を
迎
え
る
に

至
り
ま
し
 

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

一
 
馴
製
嘱、
争
謬
り
謹
一
購
増
勃
 

、
 -2ー 
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青東青東福札浅川東東京●木松高柏雛布雛旭末新元松寺野野 末石大広梅下旭本鶴錦栄羽津川五五五五五五五 I 五五 
Hに吉オに古白市日 ‘大吉吉女7 教、生白 店 ‘ 己一 田工 	十 	1且 Iー 野軽柳所所所所所所所ル所所 
森京森京島幌 崎京京都套造島 原 屋 
で小’界1：ロ刀ワ‘“四円小小”P育 J旦山Jープー 
市都市都市市井市都都市文町町野町田町田町町宮町木町里里ご町岡町田田崎町町岡町町沢古木原原原原原原原 原原 

	

化 	 ラ 	 学吟宝晩短俳合市市 第農 
工三林奈飛関工笠板上一関和山山森三三藤福原原成長永土土ン 寺津下佐坂木小一新新阿会社生香歌句唱婦青 一林 

	

藤橋 岡島 藤井垣原戸顕田形口 上上田士 田尾井岐岐ル 田島山藤本村野戸谷谷部 	 連団 校校 

	

彰 	 ・ 	 ． 	 絡協 ソ相 

	

直八柾正定清卯儀直賢時者藤清清富儀昭慶行八悦弘秀か恒喜ヴ 孫リ 庸幸雄呉雄 保 	 協議 フ撲 
次次 	 次 	 四ー工 ー 	 議会 ト部 

	

市郎郎夫城秀人郎子六雄 雄蔵郎夫見二造男恵郎三作つ郎郎ル 郎工弘貞一八蔵六蔵武信 	 会 ボ 

、 
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市制施行以来20年。 わが国の社会経済は大

きな変貌を遂げたが、五所川原市もまた大き

な前進を遂げた。久方振りに訪れる人々は一

様に 「五所川原は変った」 と、日進月歩の躍

進ぶりに驚きの目を見張る。 

20年の時流のなかで、 5 万市民のたゆま

ぬ努力がこんにちの五所川原を築きあげたの

である。、，これからもまた、草創時代の開拓精

神を遺‘感なく発揮し、着実な渉みを続けてゆ

くであろうことを疑わない。 

市民生活a増定 

、昭和32年開催の平和産業博覧会跡地は、 

300余戸の住宅団地にみごとな変身をみせ

た。核家族の台頭、職住の分離、市街地人口

増加などによる宅地化スプロール対策はその

後も続けられ、湊、松島、新宮団地、駅東部

区画整理事業、広田団地の着手等、県下随一

の住宅対策がなされ、将来への基礎づくりが

果たされてきた。 

一方、環境、保健衛生施設としては、し尿

ゴミ処理場の建設、西北中央病院の新築、老人

児童対策としては老人ホーム、老人憩いの家

児童館の建設、遊園地の整備、身障者対策と

しては森の家の建設がなされ、消防力の充実

とともに安らかな市民生活の確保がはかられ

てきた。 

産業経済の振興 

① 農 業 

農業の振興策は、新農村建設、積寒事業、 

構造改善事業へと引継がれてきた。これによ

って飯詰、中川、松島地区あわせて75 Oha 
の区画整理が完成、スピードスプレヤー、 ト

ラクター、コンバィンなどの経営近代化施設

も入り、近代化農業の夜明けが迎えられた。 

39年度からは災害復旧事業、共同炊事、 

花粉センター、 りんごの品種更新ときめ細か

な施策が進められ、現在は第 2 次農免道路事

業ならびに大規模農道事業、全地域の圃場整

備事業が着々進められており、高生産性農業

の確立もそれほど先のことではない。昨年完

成の広域新農業センターは、今後の農業経営

に大いに役立つことが期待されている。 

② 商 業 

国道の拡巾、都市計画街路の整備、アーケ 

ードの建設等によって商店街の様相は一新さ

れた。 この間デパート、スーパーなどの出現

も著しく、年間販売額は33年の35億円か  

ら47年には424億円となり、名目額であ

るにしろ実に12倍強の伸びをみせた。 また 

I店当り販売額においても弘前、八戸の両市

をしのぎ、青森市についで第 2 位となってい

る。まさに西北地方中心都市の面目躍如たる

ものがある。 

③ 工 業 

これまで北越ヒューム管、森羽紙業、津軽

東芝、日立入間の各工場を誘致してきたが、 

明50年度からは、青森県の農村工業導入の

拠点として約5 0 haの工業団地造成を計画中 1、 

である。これまで他市に比較して不振の感を

免がれなかった工業であったが、これを契機

にして出稼ぎの解消、学卒労働力の地元定着

など雇用機会の増大がはかられるとともに、 

農家経済の安定に寄与できるものと期待されるc 
教育文化の向上 

義務教育施設としては、松島、沖飯詰、一

野坪、梅泉、南、東、中央の各小学校、第一

第二中学校等の新築、新設がなされ、学校給

食センターは全校を対象に建設された。 

社会教育、保健体育施設としては、市民文

化会館、中央公民館、三道会館、国連青少年

の家、郷土館、勤労青少年体育センターの開

設および建設、少年自然の家の誘致等があげ

られる。 

また、総合高等職業訓練校の誘致、高等看

護学院の新築があり、県立3 高校の新設、新

築などもあわせて学園都市としての地歩が着

々と築かれている。 

都市施設の充実 

市内の道路は、国、県、市道あわせて延長

約 3 2 5kmにおよぶが、 うち舗装済29. 1%。 

改良済31.9％の進捗率である。 国、県

道については、乾橋、三好橋の架替、市街地

の拡巾、バィパス、陸橋、歩道橋の建設など

交通の要衝として整備され、市道は道路愛護

運動の成果が顕著にあらわれつつある。 

飯詰川多目的ダムの建設は流域を水害の被

災から救い、松野木川、旧十川の改修も進め

られている。 L水道第 3 次拡張事業は、七和

長橋地区を除く全地区に及び。 4 万人への給

水を可能にした。 

駅東部区画整理事業は第 1 期4 0/ulを完成

第 2 期工事に着手される。 津軽フラワーセン

ターは名所のーつに数えられ、運動公園、墓

地公園も計画されている。 
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人口・世帯数 
	

（資料】住民基本台帳 外国人を除く） 

年次 世帯数 
人 	 口 

摘 	要 
総 	数 男 女 

29 6,295 36,504 1 8,206 1 8,298 S 29.10. 1現在 

39 1 0,918 50,178 24,223 25,955 539.10.1現在 

49 13,735I 51,863 25,064 26,799 S49,9 一 1 現在 

男女別5才階級別人口 

産業分類別就業者数 目 5才以上） 
（資料】国勢調査） 

第ー次産業 	 第二次産業 
	

第三次産業 
	

就業者総数 
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〔昭和29句 

10. 1 五所川原町と栄村、中川村、三好村、 

長喬村、松島村、飯詰村の 1町6村合

併し市制施行。 市長職務執行者山内久

三rn （人口36. 504人、世帯数 6.295) 

1  五所川原町、栄村、中川村、三好村、 

長橋村。 松島村、飯詰村の各教育委員

会合併し 「五所川原市教育委員会」 発

足。 

市制施行合併記念アーチ 

旭町にあった旧市庁舎（現五所川原郵便局舎 
建設現場） 

14 初議会招集し初代議長に長尾角左衛門

副議長に飛島浩三選出。 

11. 18 第 1回市長選。 外崎千代吉当選。 

20 「五所川原市広報」 創刊号発行。 

12. 10 建設省計画局、新市建設構想に科三なう 

現」也調査実施。 

17 市立飯詰小学校火災。 

24 昭和29年10月 1 日から12月31日まて、の 

暫定予算吸収し、新たに市議会へ暫定 

予算（昭和29年10月 l日から昭和30年 

3 月31日まてネ )158, 812, 407円提出。 

〔昭和30網 

3. 1 北津軽郡嘉瀬村大字毘●少門区域編入。 

市に毘沙門編入。地元で
おこなわれた合併式典 

7. 1 五所川原市章制定。 

17-19 市制施行祝賀記念祭行なわれる。 「全 

国都市展示会」 も開催。 

〔昭和31飼 
1. 11 庶民の金融機関として 「市営公益質屋 

」 を開設。 

3. 30 「五所川原防犯協会」 誕生。 会長に外

崎市長を選出。 

5. 19 五所川原商工会議所で 「第 1 回店員学

校」 開講。 

7. 10 建設省地理調査所市街地の用水堰の統

廃合をはかるため測量実施。 

9. 10 北津軽郡金木町大字長富区域編入。 

22 自治省はこじれる梅田、中泉分村問題 

解決のため、外崎市長、渋谷鶴田町長 

県関係者を自治省に招き懇談会開く。 

30 北津軽郡七和村（下石川除き）編入 

10. 10 三和精一前代議士を立合人とし県庁で

鶴田町大字梅田、大字中泉の分村合併

に関する話合が外崎市長、渋谷鶴田田丁

長、横山副知事ら関係者が集まり行な

われ、学校問題など 9項目にわたる合

併協定事項に意見が一致しこの問題の

円満解決をみた。 

いまも語り草になっている梅田、中泉合併紛争 
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会期中の人出は 
42万人を越す 

蒸議蕪舞 
11. 13 私鉄津軽鉄道飯詰駅舎完成。 

12. 2 健康都市目指し 「保健衛生協力委員会 

」 組織され、各界代表 200 名を委員に 

委嘱。 

〔昭和33年〕 

2. 1 「五所川原市平和産業大博覧会」 跡地 

13 
2 恰 

,I静一 
観覇1 

11. 1 北津軽郡鶴田町大字梅田、大字中泉区

域編入。 

12. 26 「五所川原平和産業大博覧会」 宣伝の

ためこりんご娘こ く りだす。 

こ平和博マ宣伝のため‘,んご娘上京
当時の石橋湛山首相を囲んで 

27 汁横，施行に伴ない従来の都市計画区域

を拡大。 

〔昭和32埼 

2. 24 長尾角左衛門氏 「三好村史」 刊行。 

5. 31 五所川原市上水道第 1 次拡張工事竣工。 

7. 1 「五所川原市農業委員会」 発足。 

7. 21 「五所川原平和産業大博覧会」 開催。 

1 世界20余か国が参加し期間中の入場人 

9. 10 員は42万人を超す。  

に公営住宅 112 戸建設し入居開始。 

2万坪平和博跡地は学校、住宅用地に 
利用されました 

3. 4 五所川原電報電話局新庁舎落成。 

4. 1 西津軽郡木造町大字小曲区域編入。 

7. 25 「津軽環状線建設促進同盟会」 結成。 

8. 14 国民健康保険法施行20周年記念行事の

一環として五所川原小学校校庭で市民

体操祭開く。 

9. 8 国民健康保険法施行20周年を記亀Iノ 「 

保健家庭」 を表彰。 

11. 8 第 2 回市長選。 山内久三郎当選。 

〔昭和34飼 

4. 20 北地方教育会館落成。 

5. 1 「五戸斤川原平和産業大博覧会」 開催に

より生じた赤字解消のため自治省より 

「地方財政再建準用団体」 の指定うけ

る。 

6. 1 「青森県厚生農業協同組合連合会西北

病院」 を買収。 

旧西北中央病院正面玄関 

10. 22 新乾橋架替工事起工式。 

12. 20 柳町児童公園完成。 

〔昭和35菊 
3. 1 五所川原市外人登録事務成績優秀のた 

め法務大臣賞受賞。 

15 「母子家庭中学校卒業生激励会」 開催。 

4. 1 市立五所川原南小学校落成。 

平和博跡地に建設された南小学校 

-8一 
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6. 2 村上建設大臣。 新乾橋架替工事視察。 

8. 17 NHK夏期巡回ラジオ体操約 2. 000 人

が参加し五所川原小学校校庭で行なう。 

9. 24 j1i立西北中央病院敷島分院精神病棟起 

工式。 

11. 30 「五所川原平和産業大博覧会」 跡地に 

市営住宅87戸建設。 

〔昭平1136年〕 

1. 24 「県立五所川原工業高校誘致期成同盟 

会」 結成。 

3. 1 小曲集会所完成。 

4. 1 市立松島小学校（金山小、水野尾小、 

三校統合で建設された松島小学校 

松島小の三校統合）落成。 

5. 12 市立西北中央病院看護婦寮落成。 

6. 1 市立西北中央病院敷島分院精神病棟完

成。 

7. 20 「新五所川原小唄」 完成し一般に公開

される。 

9. 6 市立田川小学校創立80周年記念式典。 

13 「北五地方教育総合研究大会」 開催。 

20 市立五所川原小学校新築落成。 

11. 3 五所川原市、五所川原市文化振興会議 

I の共催で 「第 1 回五所川原市総合文化 

5 祭」 開催。 

20 都市ガス供給される。 （県内5 番目） 

〔昭和37年〕 

1. 8 湊団地に市営住宅l加戸完成し入居者抽

選会。 

2. 13 市立羽野木沢小学校火災 

18 「交通事故防止防犯市民大会」 開催。 

7. 4 新乾橋（延長 346 m、幅員8m）竣工。 

完成した新乾橋 

9 「県立五所川原工業高校」 起工式。 

8. 5 「第I回野外音楽会西北五大会」 北斗 

・グラン ドでト行なう。 

10. 15 西北五衛生処理組合し尿史I-理場起工式。 

18 第 3回市長選。 佐々木柴造当選。 

29 五所川原市民文化会館起工式。 

〔昭和38年〕 

4. 1 「五月〒川原市工場設置奨励条l列」 制定。 

10 県立五所川原工業高校（鈴木太左衛門

校長）開校式。 

5. 17 天皇・皇后両陛下のご来県を記念し、 

湊団地と柳町児童公園で記念植樹行な

う。 

19 日本体操祭五所川原大会、小・中・高

の児童生徒約 3. 600 名参加し北斗グラ

ンドて各行なう。 

こ体操祭こ北斗グランドで開かれる 

6. 13 県立五所川原農林高校生徒により 「中 

山ハイライ ン」 開発調査。 

10. 10 「津軽半島縦貫産業開発道路建設促進

期成同盟会」 設立総会。 

11. 1 養護老人ホーム 「くるみ園」 着工。 

〔昭禾1139年〕 

4. 1 市民文化会館開館（鉄筋コンク I) ート 

2 階建、大ホール固定席 900) 
1 ひまわり児童館開館（市内下平井町） 

市内初のひまわり児童館 

3
 主
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28  西北五衛生処理組合し尿処理場（処理

量 1 日72kg）完成。 

高瀬衛生センター 

29 長尾角左衛門氏、前田顕三氏戦後第 1 
里生存者叙勲うける。 

20 要護老人ホーム 「くる’遠L 落成。 

現在50人のおとしよりが入所しています 

25 五所川原公共職業安定所落成。 

6. 19 青森司む由川～五所川原市飯詰間（県道 

29. 3km）開通。 

20 故三和精一氏（元衆議院議員）市民葬。 

8. 3 市民文化会館で市制施行10周年記念式

典行なわれ、故三和精一、故和田山蘭

長尾角左衛門、前田顕三の各氏に特別 

．功労賞おくる。 

4 津軽華子さん北斗グランドで 「虫送り 

」 見学。 

佐々木市長の説明をおききになる華子さん 

18 津軽半島縦貫産業開発道路期成同盟会 

I 県、営林局合同で 「津軽半島縦貫産業 

28 開発道路」 予定路線踏査実施。 

9. 28 中野桂樹作の母子像大町交差点（ロー  

タリー）から柳町児童公園へ移転。 

10. 8 岩木川原を中心に県防災訓練実施。 

3@ 米づく り青森県一の関実正氏の米、天皇 

陛下に献上される。 

11. 1 西北五初の百貨店市内本町にオープン。 

12. 2 高山英華東大教授を主査とし 「五所川 

原市基本構想」 まとめる。 

〔昭禾U4O年〕 

4. 1 「五所川原市青少年室」 開設。 

1 つつじが丘児童館開館0（市内神山） 

1 市立五所川原第一中学校発足。 

2 強風下市内長橋字橋元より出火12棟全

半焼。 

8 国鉄五所川原駅渡線橋完成。（延長16. 6 
m) 

9 市立西北中央病院新築工事着工。 

16 市役所内に青森銀行，辰出所開設。 

21 市内七ッ舘地区を皮切りに道路愛護連 

動スター ト。 

地元民の自主的な奉仕活動で続けられています 

28 「五所川原市防災会議」（会長佐々木市

長）できる。 

5. 12 松島団地起工式（総事業費4 億 5 千万

円、建設予定住宅 900 戸） 

29 市立西北中央病院医師住宅4 棟落成。 

6. 11 陸上自衛隊第 9 師団第 5 連隊レインジ

ャー部隊 「津軽半島縦貫産業開発道路 

」 踏査。 

14 市民文化会館で 「市農業教室」 開講。 

9. 1 市消防署、強風下の火災（ili内長橋字

橋元） を最少限にくいとめたことに対 

し内閣総理大臣賞うける。 

8 「五戸斤川原総合開発審議会」 設置、委

員30名委嘱。 

14 「第17回全日本一般女子ソフ ト日ぐール

I 選手権大会」 全国地区優勝の18チー 4,. 

16 が参加し北斗グランドて弔月催。 

5.20 
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初泳ぎではしゃぐ子供たち 

23 「第7 回赤十字社員大会」 日本赤＋字

社名誉副総裁高松宮妃殿下をお迎えし

開催。 

8. 1 「全国高等学校総合体育大会ソフトポ’ 

ール選手権」 北斗グラン ドで開催。 

無形文化財浅井の獅子舞 

6. 8 「大町商店街アーケード協議会」 発足。 

7. 15 市立五所川原小学校プール開き。 

10. 21 私立五所」II原商業高校（下山弘理事長 20-21 「第15回青森県青年大会」 当市で弔月催。 

）落成。 9. 	2 七和支所竣工。 

11. 13 「第1 回県演劇祭」 市民文化会館で開 10. 	.1 五戸斤川原駅東部に松島住宅団地竣工。 

催。 

12. 25 長尾角左衛門氏 「岩木川物語」 刊行。 

〔昭和41年〕 

1. 13 ミあかるくィ主みよい市建設，をスロー 

I ガンに市内各地区で第 1回行政懇談会 

20 開催。 

31 長橋支所竣工。 

3. 17 都市計画区」或および準防火区域の決定。 

4. 1 かいどう児童館開館（市内金山） 

1 市立高等看護学院開設。 

5. 2 無形文化財である郷土芸能（7万師子舞を

保存し、後継者を育てようと浅井獅子一

舞保存会（一戸則雄会長）結成。 
市内初の終末処理施設を完備 

18 杉の子児童館開館（市内羽野木沢） 

10・ 20 第 4 回市長選。 佐々木築造当選、 

12. 1 福祉会館開館（市内下平井町） 

〔昭和42年〕 	 ・、 

3. 4 飯詰ダム建設着工。 

4. 1 五所川原市上水道第 2 次拡張工事着工。 

1 国民健康保険被保険者乳児10割給付実

施。 

5‘ 強風下寺町のマーケッ トより火災発生。 

寺町、I'は樹町などで24棟焼失。 

焼け跡の復旧作業 

5. 14 県立五所川原農木木高校、県下高等学校 

相撲大会春季大会で優勝。 

23 市は文通事故防止のため市立五所川原 

小学校、市立南小学校、市立五所川原 

第一中学校の生徒児童に腕章おく る。 

30 五所川原ポーイスカウト発団式。 

6. 29 市立西北中央病院総合病院として認可 

うける。 

7. 10 西北五消防団連合機動演習、松島町ク） 

大火を想定し市内一円で実施。 

10. 2 市内 9 農協合併し県内2 番目の大規模 

農協として 「五所川原市農業協同組合 

合 」 発足。 初代組合長に開米佐太郎氏。 

15 八木隆一郎詩碑除幕式。 
風 
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15 梅泉児童館（市内梅田）毘沙門児童館 

（市内毘とり門）完成。 

25 毘沙門支所竣工。 

28 台風により西北五地方で家屋、 リんご 

などに 5 億円の被害。 

〔昭干043年〕 

2. 26 市民約 1. 000 人が参加し 「市民歩こう

大会」 開催。 

3. 12 北越ヒューム管五所川原工場の誘致決

定。 

31 西北五の基幹医療センターとして 「五

所川原市立西北中央病院」 落成 

市立西北中央病院 
、、 

/q v"w 
八
木
隆

一
郎
の
碑
 

4. 1 県内8 市共同で 「交通災害共済組合」 

発足。 

1 国土調査市内小曲、鎌谷地区より開始。 

1 五所川原市上水道第 3 次ま広張工事起工。 

18 NHKの人気番組 「ふるさとの歌まつ

り」 県立五所川原工業高校より全国へ

実況中継放送。 

19 市立学校給食センター起工式。 

7. 23 第 1 回青年団、婦人会合同の体育大会

開催。 

8. 3 社会開発青年奉仕隊（通称国内平和部 

~30 隊）中山山脈に 「青年の道」 建設。 

8 一 10 局地的集中豪雨により家屋、 りんごな

1 どに 1 億 3 千万円の被害。 災害救助法

12 発動し市防災会議招集。 

9. 3 「市立学校給食センター」 落成。 

8. 350人の児童生徒に給食されています 

10. 23 明治百年記念事業の一環として 「県民

の森」 建設に着手。 

12. 1 長尾角左衛門氏岩木川治水に尽した功

績により第21回東奥賞受賞。 

〔昭和44引 

3. 30 第 5 回市長選。 佐々木築造当選0 

4. 6 旧五所川原第一中学校校舎に市役所全

課移転。 

27 ri幸軽ララワーセンター」 中央幹線道

路完成。 

青
年
の
道
入
口
で
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‘市出稼ぎ対策室」 開詳。 

新市庁舎建設の地質調査終了。 

駅東部地区土地区画整理事業に着手。 

農免う爵各飯詰ー I次畑間（延長 3. 600 m 
）完成。 

f固人の市民税減税実施。 所得割の税率 

（制限税率）を標準税率の1.5倍から 

L4倍に減税。 

二代目五所川原市長山内久三郎氏逝く。 

初の県外誘致企業北越ヒューム管五所

川原工場（本社新潟県直江津市）落成。 

企業誘致第 2 号として脚中道オーディ

オの誘致決定。 

柔道、弓道、剣道の三道会館落成。 

三 道 会 館 

出稼ぎによる トラブルの一掃目指し 「 

五所川原市出稼協会」 結成。 

佐々木市長 「日本青少年代表団」 の団 

長としてオース トリア訪問。 

交通安全移動教室車 「まつした号」 お 

く られる。 

「五所川原市児童手当制度」 制定。 

国立総合高等職業訓練校起工式。 

岩木川改修50周年記念式典行なう。 

松ケ丘児童館（市内松野木）、あじさい 

児童館（市内七ツ館）開館。 

西北五衛生処理組合ごみ焼却炉完成。 

五所川原市民の歌 「世紀の花をIl美そう 

よ」 制作発表。 

「第 1 回りんごジュースの集い」 開く。 

第 1 回りんごジュースの集い 

〔昭和45年〕 

2. 2 「西北五広域行政推進協議会」 発足。 

会長に佐々木五所川原市長選任。 

4. 1 市立五所川原東小学校（前田野目小、 

高野小の統合）開校。 

1 五所川原地区消防事務組合（五命ii原 

市、鶴田町一 1 市 1 町）発足。 

1 「五所川原市長寿褒彰金支給制度」 市『、 

定。 

1 市立五所川原中央小学校発足。 

l' 

ことばの教室増築中です 

2 片山浩一君（県立五所川原農林高校 2 
年、市内田町）第10回アジア卓球選手

権大会ジュニア部門で第3位入賞。 

4 五所川原税務署落成。 

5 国立総合高等職業訓練校開校。 

6 五所川原共同高等職業訓練校落成。 

2 「第21L0］県植樹祭」 津軽フラワーセン 

ターで行なう。 

6 屈折式梯子付新鋭消防車購入 「大竜号 

」 と命名。 

『大 竜 号 

、 
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年
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6. 1 個人の市民税減税実施。 所得割の税率 

（制限税率）を標準税率の1.4 倍から 

1.2 倍に減税。 

2 旧五暗II原第一中学校跡地で市庁舎起

工式。 

7. 18 西北五地域広域市町村圏、自治省より 

圏域設定うける。 

30 新宮団土也着工。 

8. 2 北奥羽大会決勝で県立五所川原農林高

校、黒沢尻工業高校（岩手県代表）を

破り甲子園へ初出場。 

いざ甲子園へ五農ナイン 

8. 25 市内七和地区にたっ巻発生。 りんご園

に大打撃。 

9. 12 飯詰ダム （多目的ダム）建設起工式。 

〔昭和46菊 
1. 10 「米生産調整対策室」 開設。 

4. 23 環境パトロール班、道路交通班、消防

防災パトロール班、連絡班の 4班から

なる 「生活環境パトロール」 実施。 

5. 2 「おはようサイクリング」 始まる。初

回は芦野公園まで走破。 

, 

ペタルも軽くさわやかに 

6. 1 個人の市民税減税実施、所得割の税率 

（制限税率）を標準税率の1.2倍から 

標準税率に減税。 

18 三好橋（延長 313 m) 竣工。 

7. 10 岩木川原で 「西北五地区消防操法競技

大会」 実施。 

27 中山山脈70kmを縦走する 「津軽半島産

業開発道路」 の予定ルート踏査開始。 

8. 1 静止する行政から行動する行政を目指

し 「あなたの教室」 開設。 

『三 好 橋」 

8 1 森羽紙業（ダンポール箱等製造）操業

開始。 

4 郷土ゆかりの歌謡作曲家、上原げんと

音楽碑除幕式。 

げ ん と 碑 

6 「青森県少年自然の家」 開所式。 

少年 自 然 

14- 「第1 回青森県子ども大会」 新装なっ 

16 た 「青森県少年自然の家」 で開催。 

21- 「第20回県青年大会」 市内10会」易て、開 

22 催。 

25 「雇用促進事業団五所川原勤労青少年

体育センター」 落成式。 

9. 15 市役所新庁舎（鉄筋コンクリート地下 

1 階、地上5 階、総工費約6 億円）完

成。 外崎初代市長ら市民糾1 300 人を特

別招待しマ般公開。 

22 市役所各課新庁舎へ移転作業終了。 

10. 22 「小田川土地改良区」 設立。 

11. 29 本町一商店街、アーケード建設に着手。 

一14- 
	 、 
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勤労青少年体育センター 

〔昭*147年〕 

2. 1 耳で聞く広報 「市政ダイヤル」 スター 

ト。 

4. 1 「五所川原市災害遺児援護制度」 制定。 

1 由民健康保険被保険者陶歳以上老令者 

10害サ給付実施。 

1 固定資産税税率1. 8/100から1.7/100 

に減税了 

1 市立五所川原第二中学校、第三中学校 

発足。 

6 「五所川原南部土地改良区」 設立。 

6. 1 「国連青少年の家」 開所式。 

」 10 65歳以上のお年寄りに 「交通安全の杖 

」 おくる。 

16 「りんご黒星病」 異常発生、被害面積 

737/ia0 

20～ 市サイクリング協会（成田不二雄会長 

25 ）マ中縄を訪問し交歓ラリーを行なう。 

7. 1 rili立郷土館」 開設。 

3 「お母さん教室」 開級。 

3 「老人憩の家」 開館（市内下平井町） 

16 商店街発展方向をさぐる 「市広域商業 

診断」 始まる。 

24 「市褒賞制度」 制定。 

9. 2 市立五所川原中央小学校落成。 

3 「第1 回ヤングフィスティバル」 開催 

新形式の歩行者天国として注目される。 

若者の祭典スタート 

16 伝統ある津軽人形芝居 「金多豆蔵」 の

主宰者木村幸八氏市の無形文化財に指

定。  

金 

多， 

旦 

蔵 

10. 10 「第 1 回市スポーッ功労賞」 越谷吉助

氏（弓道）、伊藤金作氏（卓」球）重賞。 

11. 3 「第 1 回市文化褒賞」 増田桓一氏、伊

藤正規氏 「第 1 回市褒賞」 外崎千代言

氏、荒谷勝太郎氏、真藤ひてさん受賞。 

夫人には内助功労賞おく る。 

第 1 回市褒賞文化褒賞受賞者 

15 西北五初の横断歩道橋 「ポプラの橋」 

完I茂 

ポ プ ラ の橋 

21 五所川原米宣伝のため函館市で 「五所

川原米試食会」 開く。 

〔昭和椙飼 

1. 18 「広域商業診断報告書」 まとまる。 

26 岩木山地震について正しい知識をもっ 

てもらおうと 「市民地震教室」 開く。 

29 日本工業立地センターによる 「五j折川 

原農村内陸総合調査報告書」 まとまり 
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押幾 
S , 

γ 

1t 

説明会開く。 

2. 15 中山山脈に生息している特別天然記念

物 「ニホンカモシカ」 市の特別保護獣

に指定。 

22 「花と緑と小鳥の市民連合」（森富夫会

長）発足。 

24 岩木山地震を想定し市内一円で大がか

りな防災訓練実施。 

、， 総合防災対策本部 

3. 8 第 6回市母選。 佐々木築造当選。 

31 五所川原市上水道第 2 次、第 3 次拡張 

工事竣工。 

4. 1 国民健康保険被保険者妊産婦10割給付 

実施。 

1 水利」也益税を廃止し都市計画税新設。 

5. 1 「緑の奉イ士員制度」 制定。 

6. 12 市民文化会館開館10周年を記念し青年

会議所と共催で文芸春秋 「文化講演会 

」 開催。 

24 「りんご斑点落葉病」 異常発生。 被害

面積 270 ha0 

30 市立高等看護学院（看護婦寮併設）着

工。 

7. 1 市立五所川原小学校創立100周年記念式

典。 

10 異常干ばつのため 「五所川原市異常渇

水対策本部」 設置。水稲被害面積3.71 

9 ha0 

8. 1 「原子下溜池遺跡」 発堀調査始まる。 

9. 11 「五所川原市広域新農業センター」 管

理棟完成し開所式。 

管 理 棟 

発 堀 現 場 

9. 14 「飯詰ダム」 竣工。 

飯詰ダム全景 

21 「五所川原北部土地改良区」 設立。 

10. 4 津軽東芝音響卸設立。 

8 県立五所川原高校創立45周年記念を兼

ね校舎新築落成式。 

10 「第2 回市スポーツ賞」 飛島直吉氏（ 

サイクリング）、秋元久吉氏（ソフ ト

ボール）、堀内貞三氏（剣道）受賞。 

16 「湊大橋」（延長 370 m）が完成しテー 

プカッ ト。 

湊大橋渡り初め式 

16 五所川原市都市計画審議会（村上純一

会長）市から諮問された都市計画法改

正に伴なう新用途地域の線引き承認。 

11. 3 「第2 回市文化褒賞」 秋元省三氏、泉

潤太郎氏、江渡哲哉氏、 「第 2 回ili褒
賞」 工藤直蔵氏、小栗山作太郎氏、イLII 
庭栄八氏、三上克比氏受賞。 夫人には

内助功労賞おくる。 
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第？回市褒賞文化褒賞受賞者 

28 農免道路飯詰～沖飯詰間（延長 2. 600 
m）着工。 

12. 25 都市計画用途地域、準防火区域の変更。 

〔昭和49年I 
1. 21 【掬右立入間電子工業所五所川原工場操

業開始。 

2・ 16 「岩木I望可川公園連絡協議会」 発足。 

3. 、 8 仙台通商産業局による 「津軽北部農村 

地域工業開発拠点調査報告書」 まとま 

る。 

27 市立高等看護学院（看護婦寮併設）竣

二I二。 

31 河川公園起工式岩木川原の河川敷で行 

なう。 

31・ 「国体準備委員会」 発足。 

6. 17 五所川原市公共下水道の着手決定が青

森県都市計画地方審議会を経て正式決

定。 

30 市広域新農業センターに 「ちびっこ農

園」 開園。 

7. 1 西北五地域広域市町村圏協議会（会長

佐々木五所川原市長）新学園都市構想

にもとづき大学誘致にのり出す。 

8. 3 「第1 回東北中学校ソフトボール選手 

- 4 権」 北斗グラン ドで開催。 

8. 6 五所川原h」三区消防事務組合消防庁舎竣

工。 

消 防 会 館 

8. 9 「第23回青森県社会福祉大会」当市で開

-10 催。 

17～・ 「第10回東北サイクリングラリー」 当

18 市で開催。 

9. 6 「第12回青森県学校給食研究協議大会 

-.7 」 当市で開催。 

10 市立五所川原第二中学校（七和中、長

橋中の統合）落成式。 

高
等
看
護
学
院
 

4. 1 

1 

1 
20 

23 

5. 14 
20 

23 

国長引建康保険被保険者高額療養費支給 

制度実施。 

固定資産税税率 1. 7/100から1. 65/旧0 
に減税。 

都市計画税の課税対象区域才広大。 

昭和52年青森国体会場予定沿線町内に 

梅、桜の苗木各 500 本ずつ配布。 

五所川原公共下水道事業国庫補助事業 

として新規探択。 

初代市長外崎千代吉氏逝く。 

県立五所川原農林高校校舎完成し授業 

開始。 

五所川原市都市計画審議会（村上純一 

会長）市から諮問された公共下水道の 

着手決定原案どおり承認。 
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鷺
話
鉦
時

効
に
な
っ
た
か
け
金
 

き
ま
す
 

磐
鷲

器
 

納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
 

み
な
さ
ん
の
 

務
雛
福

時
効
 

	. 

こ
と
し
は
、
外
国
人
登
録
法

に
よ
り
、
登
録
証
明
書

の
き
り

か
え
を

す
る
年
に
 
あ
た
り
ま

す
。
 

登
録
証
明
書

の
き
り
か
え
は

新
規
登
録

の
日
、
ま
た
は
前
回
 

（昭
和
四
十
六
年
）

に
確
認
を
 

…
 

・
 
一
 

1
 

1

‘

.
 

証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
 

さ
い
。
 

手
続
き
に
必
要
な
も
の
 

⑥
い
ま
ま
で
の
外
国
人
登
録
 

証
明
書
 

＠
登
録
事
項
確
認
申
請
書
（
 

一
通
）
 

受
け
た
日
か
ら
 

満
三
年
を
経
過
 

す
る
日
の
前
」
一
 

外

国

人
登
録
証
明
書

き
り
か
え
を
忘
れ
ず
に
 

⑨
旅
券
、
印
鑑
 

⑨
十
四
歳
以
上
 

の
方
は
写
真
（
 

り
ノ
 

よ
 

だ
 

Eー
 
（
何
日
庁か
ら
）
 

旨
 
離
農
給

付
金
の
額
が

き
に
 
大
幅
に
引
き

上
げ
ら
れ

農
 
ま
し

た
 

年
金
給
付
水
準
の
引
き
上
げ

に
と
も
な
い
、
離
農
給
付
金
の

額
も
二
・
二
倍
に
引
き
上
げ

ら

れ
ま
し
た
。
三
十
五
万
円
が
七

十
七
万
円
に
、

十
五
万
円
が
三

十
三
万
円
に
か

・
ノま
し
た
。
 

支
給
す
る
対
象
者
の
範
囲
も

広
げ
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
は
、
農

地
等
の
所
有
権
を
第
三
者
に
移

転
し
て
離
農
し
た
場
合

に
の
み

支
給
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
の

が
、
新
た
に
第
三
者
に
対
す
る

使
用
収
益
権
の
設
定
に
よ
り
離

農
し
た
場
合
に
も
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
場
合
の
使
用
収
益
権

の

設
定
は
十
年
以
上
の
存
続
期
間

を
有
す
る
も
の
に
限
り
ま
す
。
 

離
農
給
付
金
は

一
時
所
得
と

し
て
、
租
税
の
対
象
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
死
亡

一
時
金
と

同
様
に
支
給
さ
れ
た
金
額
を
標

準
と
し

て
は
租
税
ー
所
得
税
・
 
 

住
民
税
は
課
せ

ら
れ
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
、
。
 

一
時
金
の
額
 

の
引
き
上
げ

保
険
料

の
額

の
引
き
上
げ

に
 

と
も
な
っ
て
、
脱
退
一
時
金
と

死
亡
一
時
金

の
額
が
二
・
二
倍

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
保
険
料
納
付
済
期

間
三
年
以
上
四
年
未
満
の
場
合

三
万
円
が
六
万
六
千
円
に
 
五

年
以
上
六
年
未
満
の
場
合

五
万

円
が
十

一
万
円
に
 

保
険
料
の
前
納
割
引
制
の
導

入
 保

険
料
は
、
今
ま
で
年
四
回
 

に
分
け
て
納
め
て
い
た
の
が
、
 

農
家
の
収
入
が
収
穫
期

に
集
中

す
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ

て
、
年

一
回
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
 

こ
の
場
合
、
 一
定
の
利
率
で

割
引
い
た
額
を
納
め
れ
ば

よ
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

時
効
完
成
者
の
救
済
措
置
が
 

と
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
 

保
険
料
を
徴
収
す
る
権
型
一

二
年
を
経
過
す
る
と
時
効
に
よ

っ
て
消
滅
す
る
こ

と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
時
効
に
よ
っ

て
消
滅
し
て
い
る
期
間
が
あ
る

人
々
の
年
金
受
給
資
格
を
確
保
 
 

す
る
た
め
に
、
こ
の
期
間
の
保

険
料
の
納
付
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
 

し
た
が
っ
て
、
大
正
五
年

一

月
二
日
か
ら
大
正
七
年

一
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
被
保
険
者

の
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
し
て
い

る
期
間
、
昭
和
四
十
六
年

と
昭

和
四
十
七
年

の
ニ
カ
年
間
に

つ

い
て
保
険
料
が
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

以
上
の
ほ
か
、
昭
和
五
十
年

一
月
一
日
前
に
農
業
者
年
金

の

被
保
険
者
で

あ
っ
た
者
が
出
稼

ぎ
等
に
で
て
い
た
た
め
、
年
金

に
再
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
人
々
を
救
済
す
る
措

置
も
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
 

国
民
年
金
 

国
民
年
金
の
か
け
金
は
、
一
一

年
を
す
ぎ
る
と
時
効
に
な
り
、
 

納
め
た
く
と
も
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

め
な
か
っ
た
た
 

め
す
で
に
時
効
に
か
か
っ
て
い

る
期
間
が
あ
り
、
と
く
に
昭
和

五
年
四
月
以
前

に
生
ま
れ
た
人

は
末
納
期
間
が
四
年
以
上
あ
り

ま
す
と
老
齢
年
金
が

う
け
ら
れ

な
い
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
・フ
な
人
た
ち
に
も
、
 

年
金
を
う
け
ら
れ
る
権
利
を
確
 
 

保
す
る
機
会
を
与
え
る

た
め
、
 

こ
と
し

一
月
か
ら
す
で
に
時
効

に
な
っ
て
い
る
期
間
の
古
い
か

け
金
を
特
別
に
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

時
効
に
な
っ
た
か
け
金
を
納

め
ら
れ
る
人
は
、
現
在
国
民
年
 

金
に
加
入
し

て
い
る
人
は
も
ち

ろ
ん
、
過
去
に
加
入
し

て
い
た

が
現
在
は
加
入
し

て
い
な
い
人

も
ふ
く
ま
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
国
民
年
金
に
当
然
加

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
な
が

ら
、
加
入
の
手
続
き
を
し
て
い

な
い
人
が
、
こ
れ
か
ら
加
入
の
 
 

手
続
き
を
し
た
と
き
に
は
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

し
か
し
、
す
で
に
国
民
年
金

を
う
け
る
権
利
が
あ
る
人
や
、
 

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

て
い

た
期
間
に

つ
い
て
は
、
か
け
金

を
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

か
け
金
は
、
 

ひ
と
月
に

つ
き

九
百
円
で
、
明

年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
、
末

納
期
間
の
古
い

次
納
め
た
い
人

年
金
係
に
お

い
 

国
民
年
金
係
〉
 

三
枚
）
 

（提
出
日
前
六
カ

月
以
内
に

無
帽
で
撮
影
し
た
五
セ
ン
チ
正

方
形
で
、
正
面
上

半
身
 
の
も

の
。
裏
面
に
氏
名
、

生
年
月
日

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
）
 

 

」
 

親
子
で
農
業
者
年
金
に
 

加
入
し
ま
し
ょ
う
 

小企業の役営改善資金を融資 
融資の対象と条件 

常時雇用者が商業、サーさス業にあってはふたり以下 

製造業その他は 5人以下の小企業者であること。 

融資の条件は 

①最近 1年以上同一会議 

所の地区内で事業をおこなっていること。 

②所得税、事業税、住民税（均等割を含む）を完納し 

ている者 

融資の限度 

融資の限度は200万円（ただし、運転資金は50万 

円）とし、設備資金と運転資金の合計の限度は200万 

円。100万円をこえる設備資金については、設備の見 

積書を添付すること。 

融資の期問 

2年以内（ただし、100万円をこえる設備資金につ 

いては 2年をこえ； 3年以内とすることができる） 

一 	無担保、無保証人 

了ー 金利 年 7% 
‘ 	申込み先 五所川原商工会議所電話 ⑤ 2121番 

十
日
以
内
に
申

請
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
 

今
回
該
当
す
る
方
は
、
市
窓

ロ
サ
ー
ビ
ス
課
（
内
線
二
七
七

番
）
へ
本
人
が
出
頭
の
う
え
手

続
き
を
し
新
し

い
外
国
人
登
録
 

【
ー
・
 

・
ー
ー

ー
 

、，
」謙
議
也
黛
電
叫
里）
喜
，
黛
薫
前
一喜ミ
偏
J護
ミ
脚
J「議
両
・
島
「
向
一
一
航議
叫
一篇
誠
叫翌
麟
鳶
震
謙
縄
叫
司
善
「
識
●喜
善
繊
●
て
 

一加
胃
響「
川
誉
溝
こ
加
「
《
 



に
。
脳
卒
中
は
仕
事
中
で
も
、
 

だ
い
た
い
は
労
災
保
険
は
き
き

ま
せ
ん
。
血
圧
の
た
か
い
人
は

と
く
に
注
意
す
る
よ
う
に
。
 

そ
の
こ
と
を
な
る
べ
く
早
く

県
外
事
務
所
と
そ
の
事
業
所
の

あ
る
監
督
署
に
知
ら

せ
る
よ
う

に
。
県
外
事
務
所
の
係
の
人
が

何
か
と
セ
ワ
を
し
て
く
れ
ま
す
。
 

そ
の
と
き
使
っ
た
印
（
は
ん

こ
）
は
、
お
金
を
と
る
時
な
ど

後
で
使
う
の
で
な
く
し
な
い
よ

う
に
。
家
に
帰
っ
て
か
ら
で
な

く
、
そ
の
働
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
手
続
き
を
す
る
よ
う
に
し
よ
 

」フ
。
 

ケ
ガ
な
ど
で
入
院
し
て
い
る

場
合
、
も
し
病
院
を
か
え
る
と
 

き
は
、
自
分
の

働
い
た
事
業
所

の
責
任
者
に
証

明
を
書
い
て
も
 

「
 へ

 

◇

血
圧
の
高

い
人
は
要
注
意

◇
 

き
た
ら
、
事
業
所
の
責
任
者
に
 

労
災
保
険
の
手
続
き
、
ま
た
は
 

証
明
書
を
書

い
て
も
ら
う
よ
う
 

い
ろ
い
ろ

の
補
償
の
請
求
書

は
、
働
い
て
い
る
と
こ
ろ
の
監

督
署
に
出
す
よ
う
に
。
 

ら
う
よ
う
に
。
 こ
れ
を
や
ら
な

い
と
補
償
金
を
と
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

Jぎ 

書
・

癖
 

響
 

）
蘭
山
離
 

〈
何
か
お
き
た
 

と
き
に
〉
 

も
し
、
ケ
ガ

と
か
事
故
が
お
 

市
老
人
福
祉
大
会

開
く
二

二
 

ク歳
を
と
っ
た
と
思
う
な

）
 

篇
」一切
奪
多
り
 

い
乙ソ
？
‘ク
「
 

た

い
肥
生
産
共
励
会
 

締
切
り
 

十

一
月
十
五
日
 

五
所
川
原
市
老
人
福
祉
大
会

は
、
九
月
十

一
日
市
民
文
化
会

館

に
お
よ
そ
五
百
人
の
お
と
し

よ
り
が
参
加
し
て
お
こ
な
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
物
故
者
に
対
し

黙
と
う
を
し
た
あ
と
、
佐
々
木

市
長
が
 
「知
識
と
経
験
を
生
か

し
社
会
に
参
加
し
よ
う
」
と
あ
 
 

い
さ
つ
し
新
宮
町
川
村
ァ
子
さ

ん
ら
二
十
三
人
の
満
八
十
八
歳

の
米
寿
者

に
顕
彰
状
と
記
念
品

を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
 

ね
た
き
り
の
お
と
し
よ
り
を
介

護
し
て
い
る
平
和
町

の
石
川
と

め
子
さ
ん
ら
八
人
を
表
彰
し
ま

し
た
。
 

大
会
で
は
ま
た
、
 
 
県
立
青
年
 

の
家
所
長
須
郷
信
夫
氏
が
、
 
「
 

失
生

」
と
題
し
て
記
念
講
演
し

お
と
し
よ
り
た
ち
に
感
銘
を
与

え
ま
し
た
。
 

満
八
十
八
歳
の
米
寿
者
 

川
村
ァ
子
（
新
宮
町
）
平
山

あ
ね
（
布
屋
町
）

L
田
し
け
（
 

本
町
）
大
村
キ
ン
（
中
平
井
町
 

）
成
田
蔵
五
郎
、
佐
々
木
キ
ワ
 

（以

L
幾
世
森
）
栗
島
ャ
イ
（
 

川
端
町
）
三

橋
作
助
（
松
島
町
 

）
佐
々
木
ソ
ン
（
石
岡
）
今
さ

く
（
金
山
）
平
山
源
次
郎
、
平

山
き
表
（
以
上
湊
）
 

渋
谷
弥
作
、
木
村

い
さ
（
以

上
高
瀬
）
乗
田
は
る
（
藻
川
）
 

石
岡

い
よ
（
野
里
）
片
岡
勇
吉
 

L
藤
才
助
（
以

L
松
野
木
）
楠

美
た
み
（
高
野
）
大
久
保
ス
ナ

長
峰
キ
ョ
、
三
浦
ま
つ
、
中
道

顕
成
（
以

L
飯
詰
）
 

ね
た
き
り
老
人
介
護
者
 

石
川
と
め
子
（
平
和
町
）
成

田
ス

ェ
（
神
山
）
乗
田
ス
デ
コ
 

（
上藻
川
）
阿
部
カ
ネ
（
原
子
）
 

大
坂
キ
ヌ
エ
（
前
田
野
月
）
木

村
き
く
亘
（
漆
川
）
山
口
い
そ
 

（唐
笠
柳
）
木
村
ヤ

サ
（
高
瀬
）
 

（敬
称
略
）
 

市
で
は
、
四
十
九
年
度
の
堆

肥
生
産
共
励
会
を
お
こ
な
い
ま

す
の
で
、
参
加
さ
れ
る
農
家
は

十

一
月
十
五
日
ま
で
市
農
林
課

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
 （
 

用
紙
は
同
課
に
あ
り
ま
す
）
 

審
査
は
、
ト
二
月
上
旬
（
積

雪
に
よ

り
変
吏
あ
り
）

に
お
こ

な
い
ま
す
。
審
査
は
、
水
田
の

耕
作
面
積
、
た
い
肥
盤
、
被
覆

の
有
無
、
積
込
量
、
腐
熟
の
程

度
な
ど
を
対
象
と
し
ま
す
。
 

補
助
も
あ

り
ま
す
 

市
で
は
、
こ
と
し
も
た
い
肥

に
よ
る
良
質
米
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
た
い
肥
生
産
農
家

に
補
助
（
補
助
対
象
、
経
費
の

五
割
以
内
）

し
ま
す
。
 

た
い
肥
を

つ
く
っ
て
、
補
助

を
う
け
よ
う
と
す
る
農
家
は
、
 
 補

助
金
交
付
申
請
書
、
事
業
計

画
書
、
収
支
予
算
書
を
市
農
林

課
に
提
出
し

て
く
だ
さ

い
。
 

行
政
相
談
週
間
 

十
月
十
三
日
（
日
）
ー
ト
月

十
九
日
（
土
）
ま
で
 

行
政
に
対
す
る
苦
情
、
要
望

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
左
記

へ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

行
政
相
談
委
員
 

坂
本
甚
作

市
内
姥
庖
字
桜
木
、
電
話
田
三

〇
四
八
 

青
森
行
政
監
察
局
 
青
森
市

青
柳

一
ー
七

ー

一
、
電
話

・
青

森
日
三
三
五
四
ー
五
 

十
月
十
五
日
（
火
）
市
相
談
室
 

（生
活
環
境
課
内
）
に
お
い
て
 
 

行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
の
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

ね
た
き
り
老
人
ホ
ー
ム
 

「青
山
荘
」
を
増
築
 

市
内
金
山
字
盛
山
に
あ
る
社

会
福
祉
法
人

の
持
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
青
山
荘
」
に
は
西
北

五
を
は
じ
め
中
弘
南
な
ど
か
ら

入
所
し
、
五
十
人
定
員
居
室
が

い
つ
も
満
員
で
あ
り
、
入
所
し

た
く
と
も
入
所
で
き
ぬ
方
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

‘
 

こ
の
よ
う
な
実
状
か
ら
施
設

を
増
築
（
二
十
四
床
）
す
る
こ

と
に
な
り
、
こ
と
し
十

一
月
に
 

、は
完
成
し
、

入
所
で
き
る
見
込

み
と
な
り
ま
し
た
。
入
所
を
希

望
す
る
お

と
し
よ
り
は
、
市
福

祉
事
務
所
か
、
直
接
「
青
山
荘
 

」
 
へ
ご相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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I0野 里（前田商店前） 9: 30-10: 10 
“神 	山（松野商店前） 10: 30~ 10: 50 
!“ノ木（三上商店前）ii: 00--il: 20 

福岡（佐々木商店嚇） ii: 30-11: 50 
若 山（石岡治男宅）12: 40-13: 10 
石田坂集 会 所各15-13: 35 

戸 沢 集 会 所 13: 50-1申10 
朝 日 集 会 所 14: 20-14: 40 
岩 崎 集 会 所 15: 00-15: 30 
飯 	言吉 	支 所 9: 30-10: 10 

平 	町 	入 口 io: 50-11: 10 

大 	開 	入 	口 ii: 20-11】 40 

金 山 児 童 館 ii: 50-13: 00 

水 野尾 集 会所 13: 10-13: 40 

米 	田（精米所） 13: 50-14: 10 

唐笠柳（小山内与宅） 14: 20-14: 40 

吹 	畑 	支 所 	14: 45-15: 10 

詰
 
町
 
開
 

飯
 
平
 
大
 

1
0・
1
5因 

10湊団地集 会 所 9: 30-1O: 30 
11姥 庖 神 社 前 10: 40--Il: 00 
o稲 	実 屯 所 ii: 10~li: 30 
広 田 農 協 前 ii: 40-12: 10 
七ッ館（工藤トコヤ前） 13:00-13:30 
浅 井（一戸商店) 13:40-14:10 
福 山 集 会 所 14: 20-14: 50 
豊 成（石岡源造） 15: 00----15: 40 

10 太刀打（山形豊太郎） 9: 30~ 9: 50 

,D坪（対馬静堅宅） 10: io~  io: 20 
圏中 村（小野千代蔵 ) 10:30-10:50 

［葛 性（対馬堅一） ii:oo~ii: 30 

悪 戸（高橋商店） ii: 40-12: 00 

宮 田（渋谷六郎） 12: 50-13: 10 

川代田（外崎嘉四太郎）13: 15-13: 3& 

漆 

ト川町（吉村商店） 14: 10-14: 30 

尻 	無 (農t4ifi) 14:40-15:oO 
眺 崎（バス停前） 15: 10-15: 30 

栄
 
富
 沙
 
田

共
 
長
 
毘
 
桜
 

1
0・
1
7困 

亡
，
 
一
ー
 
一
 

10共 栄 集 会 所 9】30~9】50 ，と 市日

リ民 晶 果 貧 町 lU・UU~lU・3U‘ よ文あ な 老 き あの

集 会 所 9:30一1 9:50 
集 	会 	所 10: 00-1O:30 
門 	支 	所 10: 40~i1:i0 
屯 所 前 ii: 20-1i:40 

I 	 I. 	I  

拠 I日 シお ’の 	~「 r×と ~里 l（ン 降 記 

老
人
福
祉
施
策
と
し
て
、
老

人
ホ
ー
ム
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
 

方
々
は
昨
年
よ
り
百
ニ
ト
人
多

い
約
四
千
人
で
、
そ
の
う
ち
八

ト
歳
以
ヒ
が
四
百
七
ト
人
に
の

ぼ
っ
て
い
る
。
 

市
で
は
ヒ
十
五
歳
以
L
の
方

々
一
千
二
百
人
を
ご
招
待
し
た

が
、
た
だ
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で

こ
の
よ
う
な
行
事
に
参
加
で
き

な
い
方
々
に
思
い
を
は
せ
た
。
 

こ
と
し
こ
そ
は
四
ト
人
の
ね

た
き
り
の
老
人
宅
を
ひ
と
り
ひ

と
り
お
見
舞
い
し
た
い
と
思
う
。
 

r→～ーーーー”‘“ー’ーー”“叫ー担 

三 、時会 

困毘沙門支所 1040~111OI2 野紹すぢ斎三玉背 ノr 

桜 田 屯所前 1120~114ol ネ餌 熱l繊鳥言I］青上 h与 
沖飯詰集 会所 ii: 50-12: 10I 例 1 福ち敬晴れ来 日 	1 
中 	川 	支 	所 13: 00~ 13:30i 	 ブ 

種 	井 	集 会所 13: 40---14: 10I えジ嘱iプ雪こ「I書告 	叩 

福井集会所 14: 20-14:301 を t ま曽え硲糞盲し二賃き 	煙 
小 曲 集 会 所 14:50-15:20 i と たに添の年のこ ば大 ／一f 

10下藻川屯所前 	9: 30-10: 10II 身良をタ青讐志 誓笥 	わ 

胆 F: 藻川農協倉庫 io: 20-10:50I 各是，窺輪夫讐告 ×子 暖 

叫誓岡（三好支所） ii: oo~ii:4oI 器袈義きえ令 讐女又どー 
高 	瀬 	集 会 所 12: 30~ 13:00i 的贈愛た に 、た 八 い し 

田 川（奈良商店前） 13:10-13:30, 	 “、 

Ji ' 	集 :- 所 13:40-14:10I ,1各空そ窃護，F 倉育吉会き貧 
新宮団地（集会所） 14・20-'5:2oi とて事き四二も早暫も‘黄ま三 2 
利II日 rリ」也、末 z又 IソI ノ ェ”‘ いJ l小いJI しい ピ年 ト四 、E 川ま 世 、均ごた 

10俵 	元（警鐘台下） 9: 30-10:00i のる・度 ヒ ト四の原も界 タ参う 
ー‘ー、 	ー 、’」」一’」 ’ J 	ー ーー 	ー 	ー ョ 	」一 、 「 「二 l云 」一 I. 4',' 」ゴ ナ． /1、 ‘一 合 て真 

”原 	子（「日検問所跡）10: io~ii:ioI 'f 

⑧前田ノ月（西塚商店前) ii: i0~i1:40I 属 
派 	立（新谷哲一宅）12: 30-12:50I 皇 

昌 
高 	野（神社前） 	13: 00-13:50 ， の 

.. '""1 I f _U_ ,fl I - I__ _41 In. fin 	In_ nfl  'UI母m E（り刈ロ r 」、リリI Iu-uv---I'J-'u 呈 
"4片ml」lI‘信こ口士言c、 	ln．つn一 ln‘にn， 寝 22 1lv山甲、ngIハ ×I7I ノ 	いJ'J、 いJ‘、ハ J ， 具 

因梅田下（教円寺前） 	11:00~ii:20, 2 
中 泉 集 1' 所 i1:30-12】00‘ 燥 

羽野木沢支所 13: 00-13: 40I 纂 
持子沢（小笠原商店） 13: 50-14:10, -勺 
	 ' 1メ 
10石岡寺田精米所 9: 30-10】00 ， 賛 
.,,，一→「h，」‘ L”一一，ー、4 、ー,,，、 ,．‘八hl 
.，松局団I也（ fJに局人 ト lIIり J IV- IU-IJ.-UU 馴 二’ 

‘り 	 正 
困 ク (8「月バス停）11:00-12:00, 

	

（管理 ' 務 J) 13:O0-14:00i 	麟雄賛撃妻 F- 

	

10平 	和 町 集 会 所9: 30-  11:00I  

	

24 西北教育事務所 ii: 10-12:00 釜 	 感 多しくのる とみ安の 

	

困三 	道 会 館 13: 00-15:00 冒 	 ×5 勇え z 又乏旨霞番 

町平サ畔人ホブI, 9:30-10:2嘱 

笛ニニ IIj オ liii IU(J-II.iUIfi 13:00-14:10I 

	

保 	健 	Ji 	前 14: 30~ 16:10L”こ．,7一．lg加1盲I．ー】妬．1電‘．、回冨，臣‘。．（。】篤，】主‘a,，り， 

秋季狂犬病予防注射と登録のおしらせ 射と登録のおしらせ I 与 iLk 

九
年
度
ヒ

・
五
％
と
L
昇
を
つ
 

四
十
八
年
度
ヒ

・
二
％
、
四
ト
 

％
、
四
ト
ヒ
年
度
が
六

・
九
％
 

五
歳
以
E
の
総
人
口
に
占
め
る
 

推
移
も
、
四
ト
五
年
度
が
五

‘
 

九
％
、
四
ト
六
年
度
が
六
・
一
 

五
所
川
原
市
に
お
け
る
六
ト
 

る
の
も
ま
も
な
く
だ
ろ
う
。
 

な
り
、
世
界
の
最
長
寿
国
に
な
 

人
の
平
均
寿
命
が
、
男
ヒ
〇
・

ヒ
〇
歳
、
女
ヒ
六

・
〇
二歳
に
 

、
 
さ
き
ご
ろ
発
表
さ
れ
た
日
本
 

で
あ
っ
た
。
 

寝
旦
（
の
乾燥
消
毒
、
寝
台
、
マ
 

第
七
回
市

民
 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
 

ー
フ
リ
ー
 

▽
と
き
 
十
月
十
日
（
体
育

の
日
）
 

▽
集
合
 
午
前
八
時
半
ま
で

市
庁
舎
前
「
お
ま
つ
り
広
場
」
 

▽
行
先
 
西
の
高
野
山
（
弘

法
寺
）
木
造
町
吹
原
。
 

▽
行
事
 
お
は
よ
う
サ
イ
ク

リ
ン
グ
の
表
彰
式
．
ゲ
ー
ム
汰

会
（
賞
品
が
あ
り
ま
す
）
 

昼
食
、
手
ぶ
く
ろ
、
手
ぬ
ぐ

い
、
ぽ
う
し
は
各
自
ご
持
参
願

い
ま
す
。
小
学
校
四
年
以
上
の

健
康
な
老
若
男
女
は
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
参
加
料
は
不

要
で
す
。
 

な
お
、
当
日
小
雨
の
と
き
は

決
行
し
、
雨
天
の
場
合
は
十
月

十
三
日
（
日
）
に
延
期
さ
れ
ま

す
。
 

四
十
九
年
度
後

期

技
能

検
定
 

▽
職
種
 
時
計
修
理
、
紳
七

服
製
造
、
和
裁
な
ど
。
 

▽
試
験
 
実
技
と
学
科
試
験

が
あ
り
ま
す
。
 

▽
受
付
期
間
 
十
月
十
四
日
 

（月
）
ま
で
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
 

▽
書
類
の
提
出
先
 
青
森
市

大
字
野
尻
字
今
田
四
三

ー

一
 
（
 

県
之
青
森
高
等
職
業
訓
練
校
内
 

）
、
青
森
県
技
能
検
定
協
会
（
 

電
話
 
青
森
〇
ー
ヒ
ヒ
園
五
五

六
一
番
）
 

な
お
詳
し
く
は
、
市
出
稼
対

策
室
に
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
 

、
。
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